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• 光赤天連とは

• これまで
• 将来計画の検討

• 学術会議マスタープラン、宇宙理工学委員会工程表へ
の推薦

• これから
• 決められる光赤天連へ？

• 波長横断サイエンスへの対応
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光学赤外線天文連絡会とは

光学赤外線天文連絡会（通称、光天連、または光赤
天連）は1980年に、光学赤外天文学に関心のある
研究者の自主的組織として結成されました。その当
時の大きな目標は、大型望遠鏡建設の実現で、こ
れは現在すばる望遠鏡として結実しました。すばる
を含む既存天文台の運用体制や、関連研究機関の
計算機やソフトの整備、シンポジウムの開催等、研
究に関連した事柄を自主的に議論し、関連研究者
の意見を集約し、場合によっては、国立天文台等に
意見を提案するなどの活動を行っています。

http://gopira.jp/
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最近の光赤天連では

最近の光赤天連では

• TMT / SPICA をはじめとする2020年代の光赤外天文学の将来計画と国
際協力 (2017年度光赤天連シンポ)

• すばる望遠鏡の長期運用と国際連携（ 2016年度光赤天連シンポ、
2017年度光赤天連シンポ)

• スペースからの天文学と地上望遠鏡との連携

といった大型計画に関わる議論が行われています。また、それらと密接
に関わるものとして

• 国内中規模計画(京都大学3.8mせいめい望遠鏡、東京大学TAO望遠
鏡)と大学基盤強化の総合的推進

も行っています。

さらに TMT / SPICA の後を見据えて

• 2030年代の将来計画検討(2018年度光赤天連シンポ)
の議論も始まっています。
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声明など
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http://gopira.jp/siryo/201809/soukai_201809.html

http://gopira.jp/seimei.html

http://gopira.jp/seimei.html


シンポジウム開催
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光学赤外線天文学分野将来計
画
• 光赤天連シンポジウム

• 2010年代の光赤外天文学-将来計画検討報告書
(2005年3月20日発行)

http://gopira.jp/future_report/future.pdf

• 2020年代の光赤外天文学-将来計画検討報告書
(2016年8月20日発行)

http://gopira.jp/future_report2/gopira_report_2020s.pdf

• 光赤天連スペース工程表(2015)
• 学術会議マスタープラン・文科省ロードマップ

(2012,2014,2017,2020)
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将来計画
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2019年度光赤天連シンポジウム

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
宇宙の加速膨張とダークエネルギー／ダークマターの解明



2019年度光赤天連シンポジウム

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
物質宇宙の多様性とその進化の解明
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
惑星系形成および進化の解明と宇宙における生命の探査



光学赤外線天文学分野将来計画

• 地上／スペース広天域高感度撮像・分光サーベイ

• 地上超大型望遠鏡による超高空間分解能・超高
感度撮像・分光観測

• 赤外線スペース望遠鏡による超高感度撮像・分光
観測
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スペース将来計画の推進
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地上将来計画の推進
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地上将来計画の推進

光赤外線天文学大学間連携事業(OISTER)

東洋随一
突発天体

高地、極地
テラヘルツ
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
重力波イベント系外惑星



将来計画の検討

• 2009年「30m 地上超大型望遠鏡TMT による天文学の新展開」

• 2010年「データ解析の新展開：最先端とアーカイヴ活用」

• 2011年「望遠鏡時間の使い方：共同利用とプロジェクト」

• 2012年「2020年に向けてのロードマップ」

• 2013年「2020年代の光赤外天文学 - 将来計画の再構成」

• 2014年「光赤外分野の展望〜将来計画検討書中間報告会」

• 2015年「光赤外将来計画; 報告書の最終取りまとめと長期戦略
への布石」

• 2016年「共同利用と大規模観測との調和」

• 2017年「国際協力で実現させる2020年代の光学赤外線天文学」

• 2018年「2030年代の光学赤外線天文学を考える - 2018年秋 -」
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光赤天連シンポジウムでは、「研究集会」として国立天文台より助成を頂いております。



将来計画検討の今後

• システマティックな計画立案・推進

• 将来計画検討書
• 2010年代、2020年代=>2030年代

• 常設の将来計画検討委員会へ？
• 20 年後までのスペースミッションを考えるワーキンググ
ループ （２０１７年度）

• 2030年代将来計画検討ワーキンググループ（2018年度
～）

• マスタープラン推薦委員会
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マスタープラン、宇宙科学工程表

• 学術会議マスタープラン、文科省ロードマップ

• 宇宙科学・探査ロードマップ
• コミュニティ＝＞宇宙理学委員会、ISAS/JAXA => 宇宙政
策委員会宇宙産業・科学技術基盤部会 宇宙科学・探
査小委員会 http://www.isas.jaxa.jp/home/rigaku/

• 光赤天連スペース工程表 (2015)
• 2025年度まで

• そろそろ、改定が必要
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
宇宙科学・探査ロードマップ
宇宙科学技術ロードマップ
宇宙政策委員会 宇宙産業・科学技術基盤部会　宇宙科学・探査小委員会
https://www8.cao.go.jp/space/comittee/about.html
https://www8.cao.go.jp/space/comittee/kaisai.html#c27-kagaku
http://www.isas.jaxa.jp/home/rigaku/
コミュニティからの目標・戦略・工程表
光赤天連スペース工程表
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マスタープラン・ロードマップ
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マスタープラン・ロードマップ
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マスタープラン・ロードマップ
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光赤天連関連

• 2012
• TMT

• 「2010 年代の光赤外天文学」で最優先課題として提案され

• SPICA
• 「2010 年代の光赤外線天文学」の中で「次世代スペースミッションの最重点計画」とされ

ている

• 2014
• TMT予算化
• SPICA重点大型計画
• 南極

• 2017
• TMT
• SPICA重点大型計画
• 南極、Hi-Z GUNDAM

• 2020
• ？
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光赤天連からの推薦手続き

• 2012
• シンポジウムでの議論、運営委員会でとりまとめ

• 2014：
• シンポジウムでの議論、運営委員会でとりまとめ、総合順位は付けず、項目毎

にrank
• 2017

• シンポジウムでの議論、運営委員会でとりまとめ、総合順位は付けず、項目毎
にrank

• 小型JASMINE, すばる広視野AO, SPICA, HiZ-GUNDAM, 南極望遠鏡

• 2020
• シンポジウムでの議論、推薦委員会設置、総合rankをつけて推薦

• Rank S: TMT, SPICA, すばる2
• Rank A: TAO, JASMINE, WFIRST, HiZ-GUNDAM
• Rankなし: SGMAP
• 推薦せず：次世代大型宇宙望遠鏡

• 2023
• 常設化された2030 WG、推薦委員会により、今後はシステマティックに対応？
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光赤天連の今後

• 多波長/多搬送媒体天文学の進展への対応
• 対象/現象指向天文学 (science driven astronomy)
• 手法/技術主導天文学 (detection driven astronomy)

• 大型施設/装置開発
• 技術開発
• 人材育成

• やってくる大量のデータ

という、微妙に次元が異なることがらを光赤天連がどうサ
ポートしていくのか？

光赤天連がサポートしていくのか、発展的改組を遂げるの
か？

(大型計画/将来計画に対して)コミュニティーとしての意思決
定をするのかしないのか？



個人的には、

天文学はある意味、大型測定器ありきの装置産業であり、

それをサポートしていくコミュニティーが必要なので、

光赤天連は、光赤外線/光学という従来の技術/手法の軸を

今後も、しっかりとサポートしてくべき。

同時に、隣接分野(電波/波動 X線/一光子)や、光赤外線/光
学でできる対象/現象には、HiZ-GUNDAMなどの経験をもとに

節操なく侵食。が、

別途、対象/現象を軸とするコミュニティの立ち上げを支援す
る、という漠然としたイメージを持っています。



まとめ

• 大型望遠鏡計画 => すばる望遠鏡に結実

• 光赤外線天文学コミュニティの意見集約・将来計
画立案

• 将来計画検討書(10年)、学術会議マスタープラン、
スペース工程表

• 常設の将来計画検討委員会へ？
• 光赤外天文学-将来計画検討報告書
• 常設 2030 WG
• 推薦委員会

• 隣接分野の取り込み、支援
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